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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
）
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日
米
開
戦

　

住
井
す
ゑ
は
、
戦
時
中
、
心
な
ら
ず
も

戦
争
遂
行
に
協
力
す
る
文
筆
活
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
米
開
戦
の
淵え

ん
げ
ん源
は
、
日

露
戦
争
後
に
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
を
仮
想

敵
国
に
定
め
て
戦
争
で
た
た
く
計
画
を
立

て
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
幕
末
に
も

そ
の
遠
因
が
あ
っ
た（
写
真
と
説
明
文
参

考
）。
明
治
政
府
は
、
朝
鮮
の
内
乱
に
際

し
て
、
反
政
府
勢
力
支
援
の
軍
隊
を
派
遣
、

朝
鮮
の
宗そ
う

主し
ゅ

国こ
く

の
清
国
と
戦
争
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
、
沿
海
州
、
満
州（
現
中
国
東
北

部
）を
租そ

し
ゃ
く借

し
、
南
満
州
の
遼

り
ょ
う
と
う東

半
島
南
端

の
旅り

ょ
じ
ゅ
ん順
に
巨
大
ト
ー
チ
カ
陣
地
を
構
築
、

そ
こ
を
日
本
侵
略
の
橋き

ょ
う
と
う
ほ

頭
堡
と
し
た
の
で
、

日
本
が
明
治
37
年（
１
９
０
４
年
）
に
宣
戦

布
告
し
た
。
日
本
が
存
亡
を
賭と

し
て
の
世

界
最
大
の
陸
軍
保
有
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
争

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
26
代
大
統
領
セ

オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
あ
っ
せ
ん
で

講
和
と
な
っ
た
。（
対
米
対
露
秘
密
協
約
で
、

日
本
が
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
植
民
地
化
を

承
認
し
、
米
露
両
国
が
日
本
の
朝
鮮
保
護

を
承
認
し
て
い
た
）。
が
、
そ
の
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
は
、
日
本
が
自
国
の
中
国
に

お
け
る
権
益（
権
利
と
利
益
）
の
障
壁
と
判

断
し
て
オ
レ
ン
ジ
計
画（
日
本
を
戦
争
で
た

た
く
計
画
）を
策
定
し
た
。
そ
も
そ
も
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
は
、
西
部
開
拓
時
代
の「
明
白

な
天
命（
ア
メ
リ
カ
が
行
う“
領
土
拡
大
は

わ
が
国
民
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
神
々

か
ら
与
え
ら
れ
た
”も
の
だ
と
説
い
た
）」を

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
、
太
平
洋
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
へ
と
領
土
を
拡
大
す
る
理

念
と
し
て
き
た
の
だ
。

　

日
本
で
は
、
明
治
40
年（
１
９
０
７
年
）

に
元
老
山
縣
有
朋（
第
３
代
・
第
９
代
首
相
。

元げ
ん
す
い帥

）が
中
心
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
を
仮

想
敵
国
と
し
、『
帝
国
国
防
方
針
』を
制
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
渡
洋
米
艦
隊
を
海

軍
の
連
合
艦
隊
が
迎
撃
を
担
当
す
る
こ
と

と
し
、
日
本
の
用
兵
思
想
が「
渡
洋
米
艦
隊

邀よ
う

撃げ
き（
迎げ

い
げ
き撃
）」の
た
だ
一
点
に
絞
ら
れ
た
の

だ
。（
日
露
秘
密
協
約
に
は
、
ア
メ
リ
カ
資

本
の
攻
勢
に
対
し
て
日
露
が
共
同
で
対
抗

す
る
こ
と
、
満
州
南
部
で
の
日
本
の
特
殊

権
益
承
認
な
ど
が
明
白
に
さ
れ
て
い
た
）以

後
日
米
の
間
で
軍
艦
建
造
競
争
が
激
化
。

大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）
２
月
に
、
ア
メ

リ
カ
第
29
代
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
提

唱
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
会
議
で
、

日
本
の
首
席
全
権
委
員
加
藤
友
三
郎
海
相

（
の
ち
に
首
相
）は「
日
本
は
米
国
と
の
戦
争

を
避
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
」と
し
て
、
同

軍
縮
条
約
を
締
結
し
た
。
が
、
日
本
が
昭

和
11
年（
１
９
３
６
年
）
１
月
に
同
軍
縮
条

約
を
脱
退
し
た
た
め
、
日
米
間
に
は
再
び

一
触
即
発
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
日
本
で

は
、
同
年
８
月
に
帝
国
国
防
方
針
の
３
度

目
の
改
訂
を
行
い
、『
西
太
平
洋
ノ
制
海
権

確
保
』な
ど
の
条
文
を
加
え
た
。

　

翌
12
年（
１
９
３
７
年
）の
７
月
に
日
中

戦
争
が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発
す
る
が
、
そ
の
戦
争
の
原
因

は
、『
ア
ジ
ア
の
情
勢
』の
一
節
に
よ
れ
ば『
…

華か

ほ

く北
の
中
国
国
民
政
府
軍
下
士
卒
連
中
の

自
然
発
生
的
な
抵
抗
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら

れ
た
…
』。
日
中
戦
争
は
、
近
衛
内
閣
の
方

針
と
は
逆
に
、
日
本
軍
部
が
拡
大
さ
せ
る

そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
第
32
代
大
統
領
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
蒋し

ょ
う
か
い
せ
き

介
石

主
席
の
国
民
政
府
軍
へ
軍
事
に
関
す
る
大

規
模
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
た
め
長
期
化

し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
が
、
同
16
年（
１
９
４
１
年
）
８
月
に

至
っ
て
、
対
日
石
油
輸
出
全
面
禁
止
と
い

う
兵ひ

ょ
う
ろ
う
ぜ

糧
攻
め
に
出
て
き
た
の
で
、
日
本
で
は

同
年
９
月
３
日
開
催
の「
御ご

ぜ

ん前
会
議
」
に
陸

海
両
軍
か
ら『
帝
国
国
策
遂
行
要
領（
※
）』

が
提
案
さ
れ
た
。
同
案
は
同
月
６
日
開
催

の
御
前
会
議
で
審
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
。

が
、
近
衛
首
相
は
開
戦
を
決
断
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
東
条
陸
相
に
辞
職
に
追
い

込
ま
れ
た
。
昭
和
天
皇
は
同
月
18
日
に
東

条
英
機
陸
軍
大
将
に
組そ

か

く閣
と
米
英
蘭
と
の

戦
争
回
避
を
命
じ
た
。
東
条
首
相
は
、
戦

争
回
避
の
外
交
努
力
を
重
ね
た
が
、
11
月

27
日
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
ハ
ル
よ
り

『
ハ
ル
・
ノ
ー
ト（
東
京
裁
判
で
イ
ン
ド
の

パ
ー
ル
判
事
は
、
モ
ナ
コ
の
よ
う
な
小
国
で

も
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
を
受
託
す
る
こ
と
は
不
可

能
だ
っ
た
ろ
う
と
語
っ
た
）』が
届
き
、
日
本

は
12
月
１
日
開
催
の
御
前
会
議
で
米
英
蘭

と
の
開
戦
を
決
定
し
た
の
だ
っ
た
。

※『帝国は、自存自衛を全うするため、対米（英蘭）戦争を辞せざるを決意を

もって…』。

➡
ロ
シ
ア

軍
艦
来ら

い

寇こ
う

（
攻
め
込
ん

で
き
た
）
地

碑（
現
長
崎

県
対
馬
市

美
津
島
町

昼
ケ
浦
芋い

も

崎ざ
き

。
対
馬
市

教
育
委
員

会
提
供
）

　

嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）
に
司
令
長
官

ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊

は
琉
球（
沖
縄
）
那
覇
港
と
父
島
二
見
港

の
一
部
を
占
領
し
て
か
ら
浦
賀
に
来
航
。

同
年
、
ロ
シ
ア
兵
の
一
隊
が
南

み
な
み

樺か
ら

太ふ
と

久く

春し
ゅ
ん

古こ

丹た
ん

に
上
陸
、
こ
こ
を
占
領
し
た
。

さ
ら
に
、
文
久
元
年（
１
８
６
１
年
）
に

ロ
シ
ア
艦
隊
が
対
馬
国
の
朝
鮮
海
峡
側

の
昼
ケ
浦
芋
崎
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
来

寇
。
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
の
軍

隊
が
横
浜
に
駐
留
。
フ
ラ
ン
ス
駐
日
公

使
ロ
ッ
シ
ュ
は
幕
府
勘
定
奉
行
小
栗
忠

順
を
通
じ
て
慶
応
２
年（
１
８
６
６
年
）

に
徳
川
第
15
代
将
軍
慶
喜
に
内
政
改
革

の
答
申
を
行
っ
た
。
同
年
イ
ギ
リ
ス
駐

日
公
使
パ
ー
ク
ス
の
部
下
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
は
薩
摩
藩
を
代
表
す
る
立
場
の

西
郷
隆
盛
に「
イ
ギ
リ
ス
は
、
必
要
と
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
倒
幕
派
に
武
器
援
助

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
接
近
し
て
き
た
が
、

西
郷
は「
日
本
の
政
治
改
革
は
日
本
人
の

手
で
や
る
。
外
国
人
に
た
よ
る
気
は
な

い
」と
は
っ
き
り
断
っ
た
。
吉
田
松
陰
も

米
英
仏
露
四
超
大
国
に
よ
る『
日
本
植
民

地
化
の
危
機
』を
度
々
唱
え
て
い
た
。


